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国名 地熱資源量 
（万ｋＷ） 

地熱発電設備容
量（万ｋＷ） 

アメリカ合衆国 ３，０００ ３０９ 

インドネシア ２，７７９ １１９ 

日本 ２，３４７ ５２ 
（２０１６年ベース） 

ケニア ７００ １６ 
フィリピン ６００ １９０ 
メキシコ ６００ ９５ 
アイスランド ５８０ ５７ 

ニュージーランド ３６５ ６２ 

イタリア ３２７ ８４ 
ペルー ３００ ０ 

電源別の設備利用率 
地熱 約８３％ 

風力(陸上) 約２０％ 

太陽光(住宅) 約１２％ 

電源別のCO2排出量 

  
�他の再生可能エネルギーに比べて発電コストが低く、また、設備利用率が約83％と 
  格段に高い安定電源である 
�発電時のCO２排出量がほぼゼロであり、環境適合性に優れている 
�日本は世界有数の地熱資源を有している 

設備容量・発電電力量比較 

年間発電電力量［億kWh］（左軸）  
設備容量［万kW］（右軸）  

＜出典＞長期エネルギー需給見通し関連資料 
      （資源エネルギー庁）（平成27年7月） 

＜出典＞ＪＩＣＡ作成資料（平成２２年）及び産業総合技術
研究所作成資料（平成２０年）等より抜粋して作成 

主要国における地熱資源量及び地熱発電設備容量 

＜出典＞「電気事業便覧 平成25年版」（電気事業連合会） 

地熱発電の特長 
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日本における地熱発電の現状 

注記； 滝上地熱発電所(大分県九重町) 
     九電/出光 は ９５%の設備利用率 
    ※変動が小さく、安定的に発電が可能 



土湯温泉16号源泉バイナリー発電所 

東伊豆町温泉発電施設 

湯梨浜地熱発電所 

別府スパサービス発電所 125kW 
 KAコンティニュー㈱発電所 48kW 

南立石温泉熱発電所 49kW 

500kW 

100kW 

瀬戸内自然エナジーXLT発電所 110kW 

92kW 

49kW 

11kW 
1,410kW 

1,995kW 

50kW 

5,000kW 

40kW 

20kW 

3kW 

20kW 

400kW 

湯布院フォレストエナジー発電所 50kW 

FIT導入以前から稼働している地熱発電所   
（17地点 合計出力約51万kW） 

25,000kW 

50,000kW 

28,800kW 

50,000kW 
30,000kW 

65,000kW 

15,000kW 

27,500kW 

30,000kW 

25,960kW 

23,500kW 

9,500kW 

3,300kW 

1,900kW 

12,500kW 

990kW 
55,000kW×2 
2,000kW 

100kW 

※四角囲い以外は、FIT導入後に稼働した地熱発電所 
（２２地点 合計出力約1.5万KW(１５，３３７kW）) 

滝上バイナリー 
5,050kW 

ホテルサンバレーバイナリー発電所 15kW 

小浜温泉バイナリー 
200kW 

国内の地熱発電所(2017年3月) 
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蒸気供給部門 / 出光大分地熱㈱ 発電部門 / 九州電力㈱ 
出力：27,500 kW 

発電量：2.2億kWh/年 

噴出した
二相流体
を蒸気・
熱水に分
離するた
めの容器 

熱エネル
ギーを有効
に使うため、
蒸気を冷却
水で冷し、

タービン出口
を真空にす

る機器 

復水器で上
昇した冷却
水温度を低
下させるた
めの機器 

地熱発電の仕組み (滝上発電所) 



国内での地熱を取り巻く動向 

2011年8月：再生可能エネルギー特別措置法成立 
       →再生可能エネルギー普及に向けた法的環境整備 
2012年3月：環境省自然環境局長通知 
       →国立・国定公園内の地熱開発にかかる規制緩和 
2012年7月：再生可能エネルギーの固定価格買取制度施行 
2012年9月：JOGMEC地熱資源開発助成金制度新設 

2011年3月11日、東日本大震災による福島第一原発事故発生 
 ⇒ 縮・原発世論の高まり、エネルギー基本計画の見直し 

2010年6月：エネルギー基本計画を閣議決定 
 ～CO2の25％削減に向け（1990年比 2020年まで） 
  →原子力発電の構成を53％まで引上げ 
  →再生可能エネルギー等の構成を21％まで引上げ 

東日本大震災による再生可能エネルギー事業環境の変化 
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2014年4月：エネルギー基本計画(第四次)を閣議決定 
       →風力・地熱の導入加速に向けた取組の強化 



2030年における地熱発電の導入見込量 

出典：資源エネルギー庁 総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会 長期エネルギー需給見通し小委員会 （2015年7月） 6 
日本全体で発電される電力量の約1% 



国内の地熱資源量の約８０％は 
自然公園内に賦存している 

国内の地熱資源賦存量 



新規調査・開発に向けた動き 
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¾ リードタイムが長い案件も、各種支援および規制緩和により着実に調査・開発が進行中 



地熱調査の概要 
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生産井 

油層 

水層 

• 長期安定運転のため、熱と水の循環バランス

により貯留層温度・圧力を保持する事が重要。 
• フラクチャーの広がりと繋がり、運転実績を確

認しながら、順次開発エリアを拡大。 

• 油ガスの回収率を高める事が重要。 
• 残存鉱量を確認・評価しながら、順次開発エリア

を拡大。 

地熱開発 石油開発 

地熱貯留層 

熱源 

生産井 還元井 
天水 

地熱開発と石油開発の違い 



地熱発電と石油･石炭資源との違い 
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一般的な蒸気量の変遷 

投資回収できる長さ
があれば、ここで出力
設定 

長期間の安定運転で投資回収
⇒30年稼働を前提として評価 

決定すべき出力 
：実証試験、3次元ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝで見極め 



地熱流体の挙動 

有木・加藤（2010）澄川地熱発電所の地熱貯留層管理．地質ニュース 

ｷｬｯﾌﾟﾛｯｸ 

  Recharge＜Discharge   
  で圧力低下    

温度低下 

温度低下 
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地熱発電所のしくみ 

還元井 

雨水 

マグマ 

還元井 還元井 

蒸気 
発電機 

復水器 

冷却塔 

タ
ー
ビ
ン 

蒸
気
・熱
水 

熱水 

セ
パ
レ
ー
タ 

蒸気 
冷却水 

温水 

冷
却
水 

蒸気と熱水を
分ける。 

タービンから出てきた
蒸気を冷却水で冷や
して温水にする。 

地中に浸み込んだ
雨水は、地下の割
れ目を流れる地下
水になる。 

地下水の近くにマグマがあると、
200～300℃の熱水がたまる場所
（地熱貯留層）ができる。 

断層 
生産井 

地熱貯留層 

発電に使わない熱水と余った冷却水は、井戸
（還元井）から地下に返す。 

蒸気はタービンに送ら
れて発電に使われる。 

地熱貯留層に向けて
井戸（生産井）を掘る
と、蒸気と熱水が噴
き出る。 

温水を空気で冷や
して冷却水にする。 
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地熱調査とは 

還元井 

マグマ 

断層 

キャップロック 

変質帯 

地熱貯留層 

地熱発電所が地下から生産する蒸気・熱水は、地下２～３kmの深さにある地熱貯留層に

賦存していると考えられています。地熱貯留層は、断層などによって作られた岩石の割れ

目に200℃以上の熱水が溜まったものです。その上には、しばしば熱水と岩石の化学反応

（熱水変質）によって形成された、透水性が低いキャップロックと呼ばれる地層があり、これ

も重要な構造です。熱水変質した地層は地上で観察できることもあり、これは変質帯と呼ば

れ、地熱貯留層を見つける手がかりになります。良い地熱貯留層は、高温であるだけでなく、

透水性が高く、割れ目が広範囲に広がって周囲から多くの水を集めることができる必要が

あります。地熱調査では、様々な調査によって発電に適した地熱貯留層を探索し、また発見

された地熱貯留層の能力に見合った最適な発電出力を評価します。 
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調査種別 調査の方法と対象 調査の目的（例） 

地質調査 
方法：調査地域の踏査、岩石サンプルの分析等 

対象：岩石の分布・年代、地熱兆候（温泉、噴気、変質帯等）の分

布、断層・断裂の分布等 

• 火山の分布や噴火の年代・規模等から、

有望な熱源（マグマ）を探索する。 
• 地熱兆候や断層・断裂の分布等から、地

熱貯留層を探索する。 

物理探査 
方法：調査地域内に配置された測定点での重力、電磁場等の測定

と、測定データの解析処理 

対象：地下の密度、電気抵抗（比抵抗）の分布等 

• 密度や比抵抗の不連続な分布となって

現れる断層を探索する。 
• 熱水変質によって形成され、周囲よりも

小さな比抵抗を示すキャップロックを探

索する。 

地化学調査 
方法：河川水や湧水、井戸から汲み上げられた水の分析等 

対象：化学組成、温度、pH、同位体比等 

• 水の地下での温度を推定する。 
• 水の起源を推定する。（雨水、マグマ成

分、海水等） 

地質調査 物理探査 地化学調査 

種々の手法を用いて地表で調査を行い、掘削調査のターゲットを選定します。 

地熱調査①：地表調査 
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地熱調査②：掘削調査 

地表調査の結果に基づいてターゲットが選定されると、リグと呼ばれる櫓型の装置を使用してターゲット

に向けて井戸（坑井）を掘削します。掘削された坑井の中にはワイヤーで吊るした測定器を降下し、温度

や圧力等を測定する検層が実施されます。温度が200℃以上あり、高い透水性を持つ地層や割れ目が

見つかれば、地熱貯留層を掘り当てたと言えます。 

掘削工事 

検層 
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掘削調査の風景 
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井戸を掘る作業では、ドリルパイプと呼ばれる
鋼管を吊り下げて回転させ、ドリルパイプの先
端に取り付けられたビットと呼ばれる刃で地層
を削りながら掘り進みます。その間、ドリルパイ
プを通して先端のビットから井戸の中に泥水が
送られます。泥水は井戸の中を流れて地表まで
戻ってきますが、その間に掘りくずを地表まで運
んだり、ビットが熱くなりすぎるのを防いだり、井
戸の内壁が崩れるのを防いだりする役割を持っ
ています。 

リグ 

ビット 
ドリルパイプ 

掘りくず 

泥水の流れ 

ドリルパイプ・
ビットの回転 

井戸の掘り方のイメージ図（1） 
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セメント 
ｹｰｼﾝｸﾞﾊﾟｲﾌﾟ 

地下水 

地熱貯留層 

キャップロック 

井戸の掘り方のイメージ図（2） 
井戸を掘った後には、
井戸の中にケーシン
グパイプと呼ばれる
鋼管を入れ、ケーシ
ングパイプと井戸の
内壁の間にはセメント
を流し込んで固めま
す。ケーシングパイプ
とセメントは井戸を保
護したり、浅い場所の
地下水が井戸に流れ
込んだりするのを防ぐ
役割を持っています。 

ドリルパイプ 

ケーシング 
パイプ 

セメント 

泥水の流れ 

掘りくず 
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傾斜掘削のイメージ 

出典：第2回地熱発電に関する研究会，資料5，2009 

傾斜角 
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掘削調査によって地熱貯留層が確認されると、噴出試験を行います。噴出試験では、最大数か月の間

蒸気を連続的に噴出させ、安定して生産できる蒸気量を確認します。更に、これまでに得られた全ての

情報を手掛かりに地下の透水性や温度・圧力の分布、水の流れをモデル化し、それをコンピュータによ

るシミュレーションで再現します（貯留層シミュレーション）。貯留層シミュレーションによって様々な出力

の発電所を建設した際の地熱貯留層の温度・圧力の変化を予測し、最適な出力を決定します。 

噴出試験の様子 貯留層シミュレーション 

地熱調査③：貯留層評価 
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地熱資源は豊かな自然が広がる山間部に賦存していることが多いため、初期段階から自然環境や景

観への影響が最小限となる方法を検討・実施しながら調査・開発を進めています。また、自治体や住民

等地域の関係者にも調査開始前から頻繁に説明を行い、意見交換を通じた合意のもとに調査・開発を

実施しています。多くの地熱発電所にはPR館が併設され、観光や研修に活用されている他、地域での

消費や地域事業者の起用、発電所従業員の雇用等による地域の活性化にも貢献しています。 

景観に配慮していない地熱発電所 景観に配慮した地熱発電所 

環境への配慮・地域との協調 

22 



出光興産の地熱事業への取り組み 

滝上バイナリー発電所 （出光大分地熱） 2017年3月運転開始  
23 



八丁原 

110,000kW 

バイナリー 2,000kW 

大岳 

12,500kW 

山川 

30,000kW 

森 

25,000kW 

大沼 

9,500kW 

澄川 

50,000kW 

松川 

23,500kW 

葛根田 

80,000kW 

鬼首 

15,000kW 

上の岱 

28,800kW 

柳津西山 

65,000kW 

八丈島 

3.300kW 

大霧 

30,000kW 

滝上 

27,500kW 

滝上発電所 (大分県九重町) 
日本国内には世界の地熱資源量の約10%が 
賦存しており、2015年現在の国内の地熱発電所
の設備容量は合計で52万kWです。 
出光は1979年に地熱事業に着手し、1996年に
は九州電力（株）と共同で滝上発電所の運転を
開始しました。 

出光は、このクリーンエネルギーの開発に取り組
み、我が国の電力の安定供給に貢献しています。 

24 



滝上発電所の紹介(DVD) 
   約10分間 
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2013年度 

2015年度 

滝上バイナリー発電所 建設着工 （3月） 

滝上発電所 認可出力を10％アップ  （6月） 
  ２５,０００kW → ２７,５００ｋW へ 

滝上 
 

2010年度 

滝上バイナリー発電所（５,０００ｋW級）計画 

再生可能エネルギー発電設備認定 （12月） 

2016年度 

滝上バイナリー発電所 営業運転開始 （3月） 

~ 

滝上発電所 (九州電力) 営業運転開始（11月） 
 認可出力 ２５,０００kW  

1996年度 

     滝上発電所 
発電：九州電力 
蒸気供給：出光大分地熱 

滝上バイナリー発電所 

滝上地域 地熱開発の経緯 

1995年度 

滝上発電所(九州電力)建設工事着手(4月) 

1979〜1983年度 

地表調査(地質・地化学・MT)〜調査井掘削 
1983〜1994年度 

調査井掘削(転用井含む)〜長期噴出試験〜 
貯留層評価(シミュレーション)〜環境調査 
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九州電力 出光大分地熱 

容 量 25,000 ⇒ 27,500kW     約 260t/h 

事業内容         発電事業      発電用蒸気供給事業  

27 

既存設備 

セパレータで分離された熱水 
約１,１００ t/h （１３０℃） は、 

そのまま地下へ還元 
       ↓ 

バイナリー発電の導入により 
総合出力（熱効率）の増加 

蒸気供給部門/出光大分地熱 

国内１位の高い 
利用率を維持継続 

共同事業 

滝上既存事業 バイナリー発電 

発電端容量 
発電事業者 

27,500kW 
九州電力 

  5,050kW 
 出光大分地熱 

事業内容 
蒸気供給事業 

（総括原価方式） 
再エネ発電事業 

（FIT 固定買取方式） 

還元熱水 約1,100ton/時 

130℃ 

105℃ 

バイナリー設備 

還元熱水を熱源に、低沸点媒体
を気化させて発電機を回す方式 

  ①未活用の還元熱水からの熱回収（Δ２５℃）で、 
    滝上地熱系の総合熱効率を約１５％向上させる 
   ②還元熱水を利用したバイナリ－発電は国内初 

（エネルギー高効率利用） 

滝上発電所と滝上バイナリー発電所の比較 
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九州電力㈱ 送電線増強工事 

滝上バイナリー発電所 
 

セパレータ 
分離熱水 

還元熱水 

還元１号基地 

生産１号基地 

還元２号基地 

生産５号基地 

生産４号基地 

生産２号基地 

１km 0 

生産３号基地 

アクセス線新設工事 

（九州電力㈱） 

滝上バイナリー発電所の概要 

○本体工事着工  ２０１６年 ３月 
○試運転開始    ２０１６年１２月 
○営業運転開始  ２０１７年 ３月 

滝上バイナリー発電所 

滝上発電所 

発電機 
冷却塔 

凝縮器 
開閉所 

28 

主要工程 
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滝上バイナリー発電所の設備配置図 



阿女鱒岳 

小安 

磐梯 30 

【阿女鱒岳・小安】 
 

3社による共同事業 
（出光・INPEX・三井石開） 
オペレータとして主導 
2011 地表調査 
2012 アクセス道整備等   
2013～15 両地域で各々4坑掘削 
2016 阿女鱒岳1坑，小安2坑掘削 
2017 阿女鱒岳1坑，小安1坑掘削 

 
【磐梯】(福島) 
 

オールジャパン体制 （11社） 
幹事会社(オペレータ3社の内)として主導 
⇒ 磐梯地域で地表調査に着手 
2013～15 地表調査 
2016     2坑掘削 
2017        有望性(ポテンシャル)評価 

 
 
 

新規調査･開発 プロジェクトの概要 



地熱調査開発の流れ 

生産井・還元井掘削 
実証（噴出）試験 
貯留層評価 

地化学調査 
モニタリング 

調査井掘削 

1～2年 

環境アセスメント 

3～4年 4～5年 

発電所 
送電線 
建設 

2～3年 

50-75%助成金 出資・債務保証 

磐梯 
阿女鱒岳 
小   安 
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地表地質調査 

重力探査 
電磁探査 

現在 

75%助成金 

開発移行判断 建設規模決定 

投資割合 
10～15% 

投資割合 
20～25% 

投資割合 
60～70% 

投資割合 
<1% 

現在 

31 



  阿女鱒岳地域 
(北海道：赤井川村) 

32 



10 km 

調査範囲 

札幌市 

小樽市 

赤井川村 

京極町 

余市町 

余市岳 
阿女鱒岳 

支笏洞爺国立公園 

羊蹄山 

定山渓温泉 

支笏洞爺国立公園 

 阿女鱒岳地域 

キロロリゾート 

倶知安町 
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第2段階 ・・・ 2～8年次 （2012～18年度予定） 
掘削調査、搬入路整備等 

1500～2000m程度の構造試錐井の掘削を行い、地質構造、 

地下温度、透水性などを調査する。 

モニタリング調査（2013年度より実施中） 

9 温泉モニタリング／貯留層モニタリング 

温泉水の化学成分、温度、湧出量、井戸の水位等を調査する。 

第3段階 
掘削調査 

実際の生産井、還元井と同規模の試験井を掘削して、数週間の生産、還元能力試験を行う。 

貯留層評価 

これまでの調査結果に基づいて地熱貯留層モデルを構築し、貯留層シミュレーションを行う。 

環境調査開始（配慮書段階） 

発電所建設 

第1段階 ・・・ 1年次 （2011年度実施済み） 
地表調査 

9 地質/断裂/変質帯調査 

9 電磁探査/重力探査 

第4段階 
環境影響評価 

大気/水質、動植物、騒音/振動、温泉等の調査結果に基づき、環境影響評価（ｱｾｽﾒﾝﾄ）を行う。 

生産井/還元井掘削 

生産井／還元井を掘削する。 

実証試験 

数ヶ月の長期にわたり生産、還元試験を行い、貯留層の安定性を確認して、発電出力を決定する。 

調査計画のあらまし 

有望となれば・・・ 

事業化可能と見込まれれば・・・ 
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噴気試験状況（噴気期間：2017.6月～9月） 

AME-1,3号井 仮噴気中（9/16） AME-1,3号井 仮噴気中（9/16） 

プルエット圧力観測（7/3） 三角堰（スケール）（9/20） 35 



環境調査： クマゲラの繁殖・巣立ち確認 

36 



  小安地域 
(秋田県湯沢市) 

37 



10 km 

湯沢市 

大湯温泉 

東成瀬村 

調査範囲 

上の岱地熱発電所 

栗駒国定公園 

小安峡温泉 

鬼首地熱発電所 

栗駒山 
高松岳 

秋田県 

岩手県 

宮城県 

山形県 

小安地域 

小安地域 

Googleマップ 

山葵沢地熱発電所（建設中） 
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第2段階 ・・・ 2～7年次 （2012～17年度予定） 
掘削調査、搬入路整備等 
9 1500～2000m程度の構造試錐井の掘削を行い、 
  地質構造、地下温度、透水性などを調査する。 
モニタリング調査 
9 温泉モニタリング／貯留層モニタリング 
温泉水の化学成分、温度、湧出量、井戸の水位等を調査する。 

第3段階 
掘削調査 
実際の生産井、還元井と同規模の試験井を掘削して、数週間の生産、還元能力試験を行う。 
貯留層評価 
これまでの調査結果に基づいて地熱貯留層モデルを構築し、貯留層シミュレーションを行う。 
環境調査開始（配慮書段階） 

発電所建設 

第1段階 ・・・ 1年次 （2011年度実施済み） 
地表調査 
9 地質/断裂/変質帯調査 
9 電磁探査/重力探査 

第4段階 
環境影響評価 
大気/水質、動植物、騒音/振動、温泉等の調査結果に基づき、環境影響評価（ｱｾｽﾒﾝﾄ）を行う。 
生産井/還元井掘削 
生産井／還元井を掘削する。 
実証試験 
数ヶ月の長期にわたり生産、還元試験を行い、貯留層の安定性を確認して、発電出力を決定する。 

有望となれば・・・ 

事業化可能と見込まれれば・・・ 
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調査計画のあらまし 



           説 明 履 歴 
2011年  4月 

6月 
湯沢市（調査計画を説明） 
湯元集落住民説明会（調査計画を説明） 

2012年  6月 
7月 

湯元集落住民説明会（2012年度調査計画を説明） 
湯沢市小安地域地熱資源活用協議会（構造試錐井OYE-1号掘削合意） 

2013年  1月 
 

9月 

湯元集落住民説明会（2013年度調査計画を説明） 
湯沢市小安地域地熱資源活用協議会（構造試錐井OYE-2号掘削合意） 
掘削工事現場見学会（OYE-2掘削現場に協議会委員及び地元住民をご案内） 

2014年  1月 
 

9月 

湯元集落住民説明会（2014年度調査計画を説明） 
湯沢市小安地域地熱資源活用協議会（構造試錐井OYE-3，4号掘削合意） 
掘削工事現場見学会（OYE-3掘削現場に協議会委員及び地元住民をご案内） 

2015年  2月 
 

6月 
12月 

湯元集落住民説明会（2015年度調査計画を説明） 
湯沢市小安地域地熱資源活用協議会 
皆瀬小・皆瀬中現場見学会 
湯元集落住民説明会（2016年度調査計画を説明） 
湯沢市小安地域地熱資源活用協議会（構造試錐井OYE-5，6号掘削合意） 

2016年  3月 JOGMEC大規模開発助成金申請について協議会委員及び湯沢市の理解取得 

2017年  2月 湯元集落住民説明会（2017年度調査計画を説明） 
湯沢市小安地域地熱資源活用協議会（構造試錐井OYE-7，8号掘削合意） 

          その後計画変更し、2017年度はOYE-7号井１本のみ掘削することとした。 

 関係者への説明履歴 その他の関係機関には調査計画を適宜説明しています。 
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2017年度の主な調査・工事 
◎OYE-3仮噴気試験（OYE-1へ還元） 
  噴出期間：5/16～6/8 
◎OYE-7掘削工事 
  掘削深度：2,073.00m 
◎OYE-6仮噴気試験（OYE-7へ還元） 
  噴出期間：10/11～11/9 

 2017年度の主な調査・工事内容 

OYE-1 

OYE-3 
OYE-7 OYE-6 

41 

OYE-2 

OYE-4 

OYE-5 



 OYE-6号井仮噴気試験 

2017年10月11日撮影 
大気開放で約50t/hの蒸気量 2017年10月16日撮影 上空より 42 



ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄ 
掘削敷地 

左の写真の 
撮影方向 

A 

A’ 

A A’ 

施工前 

施工後 

施工計画図 
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掘削基地の眺望景観にかかる配慮 



国道398号線から撮影 
 （焦点距離55mm） 

国道398号線から撮影 
 （焦点距離200mm） 

OYE-1掘削時（2013/11/9） 
の遠景写真 

OYE-1 
掘削櫓 

OYE-6号井 
掘削予定地 

視点１(国道398号)から撮影 

OYE-5号井 
掘削予定地 ＝ 

OYE-1号井掘削時には、掘削櫓と視点と
の間に既存樹林帯を残したことにより、
眺望景観への影響が軽減された。 
 
OYE-6号井掘削の際も同様に、樹林帯を
残すことによって眺望景観への影響を軽
減することができると考える。 

44 



  磐梯地域 
(福島県猪苗代町) 
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参画会社 ★ ｵﾍﾟﾚｰﾀ 

磐梯地域 

出光興産（株）              ★ 石油資源開発（株）            ★ 

国際石油開発帝石（株） 三井石油開発（株） 

三菱マテリアル（株）           ★ 三菱商事（株） 

三菱商事パワー（株） 住友商事（株） 

三菱ガス化学（株） 地熱技術開発（株） 

日本重化学工業（株）  

 

調査対象地域 
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福島プロジェクト 

吾妻･安達太良地域 

磐梯朝日国立公園 



磐梯地域調査の進捗 

2016年度は 
3次調査(4年目) 
調査井2坑掘削 

47 

2013年度 

2014〜2015年度 
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2016年度 掘削調査範囲 



跡 
地 

掘削基地 

掘削基地外観 

国道４５９号線 

BD-2坑跡 

BD-1坑跡 
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No. 掘削基地 方位 傾斜掘削計画 

BD-1 温泉跡地 南方向西に約 10° 最終坑径   8.5インチ（21.59 cｍ） 

掘削長    2,300m（最大） 

垂直深度   1,900m（最大） 

偏距
へんきょ

（口元からの水平距離）1,150m（最大） BD-2 温泉跡地 南方向西に約 70° 

 

磐梯地域掘削地点 



以 上 
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